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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 議 案 第 ４ ９ 号 公平委員会委員の選任について

４ 議 案 第 ５ ０ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

５ 議 案 第 ５ １ 号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について

６ 議 案 第 ５ ２ 号 財産の無償貸付について

７ 議 案 第 ５ ３ 号 陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例

８ 議 案 第 ５ ４ 号 陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例

９ 議 案 第 ５ ５ 号 地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

10 議 案 第 ５ ６ 号 平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第４号）

平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
11 議 案 第 ５ ７ 号

予算（第２号）

平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
12 議 案 第 ５ ８ 号

補正予算（第２号）

平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３
13 議 案 第 ５ ９ 号

号）

平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第
14 議 案 第 ６ ０ 号

１号）

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開会 午前１０時００分

○事務局長（吉田 功君） おはようございます。

町民憲章を斉唱いたします。

一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。

一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を育

てましょう。

一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてるあたたかい町を育てま

しょう。

一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。

一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。

────────────────────────────────────

◎開会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） ただいまから、平成２５年陸別町議会９月定例会を開会します。

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、諸般の報告を行います。

議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願い

ます。

なお、町長より、地方自治法第１８０条第２項の規定に基づく専決処分の報告について

１件が提出されております。

────────────────────────────────────

◎町長行政報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 町長から行政報告があります。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 行政報告を申し上げます。

第３回臨時会以降、本日まででございます。書面で１ページ、１枚物が配付されており

ますが、その中から２点、さらにほかに３点、口頭で報告申し上げたいと存じます。

１点目につきましては、８月７日開催の十勝圏複合事務組合市町村長会議におきまし

て、十勝圏の消防の広域化を進めるための次の段階となります広域消防運営計画の策定作

業に入ることにつき、１９市町村長の合意がされました。この運営計画につきましては、

消防組織法で定められておりまして、広域化後の円滑な運営を確保するための基本的な方

針を定めるものであります。計画の策定に当たりましては、作業の節目におきまして議会

に御報告し、御議論をいただきますとともに、パブリックコメントなどを通じて出されま
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した住民の皆様からの御意見なども運営計画に反映していくこととなっております。

以上が、確認された内容であります。今後とも、市町村長会議など、その都度、議会に

御報告を申し上げ、町民が安全・安心に暮らし続けることを第一に発言し、意見を反映し

ていく所存であります。

続きまして、書面の次の行でありますが、８月９日に実施いたしました農業関係機関合

同によります作況調査及び９月１日現在の十勝農業改良普及センター調べによる農作物生

育状況について、御報告を申し上げます。

最初に、全般的に申し上げますと、４月下旬から５月下旬にかけまして、低温と日照不

足の状況が続き、作物の生育が心配されましたが、その後、天候が回復いたしまして、全

体的には、生育は平年並みに推移をしております。しかし、８月中旬以降の天候不順や局

地的な集中豪雨に見舞われる地域もありまして、農作業がおくれぎみと言えます。

次に品目別に申し上げます。

小麦の作付面積は、昨年より少しふえまして、約１７０ヘクタールありました。品質

は、「きたほなみ」に加えて一部「ゆめちから」も栽培されております。収穫につきまし

ては、８月１３日で収穫が終了し、１０アール当たりの収量は、昨年より減の８.３８俵

となりました。次に、デントコーンにつきましては、昨年の播種作業につきましては平年

並みで行われました。その後も好天に恵まれ、生育状況は平年よりも３日から４日進んで

推移しております。しかし、９月１日の調査において、一部で「すす紋病」と思われる症

状が確認されております。今後はその経過を見ながら、収穫期を早めるなどの対応が求め

られる可能性があります。

次に、ビートの播種、移植につきましては、適期の局地的な降雨によりおくれまして、

生育は平年よりもややおくれて推移いたしました。その後、好天により回復したものの、

８月中旬からの日照不足によりやや停滞ぎみで、現在は平年並みで推移をしております。

牧草につきましては、春先が低温であったことから、萌芽期が３日おくれとなりました。

５月下旬から気温が上昇しまして、生育は平年並みで推移をいたしております。一番草の

収穫は、平年よりも早く始まりましたが、６月下旬に雨天が続いたことから、収穫期は３

日おくれとなりました。二番草の生育は、天候回復から３日から４日進んでいるものの、

収穫期に雨天が続き、作業は５日のおくれとなっております。

以上が、農作物生育の状況であります。

次に、３点目につきましては、社会福祉法人北勝光生会について御報告を申し上げま

す。６月定例議会後の経緯等について御報告を申し上げたいと存じます。

社会福祉法人北勝光生会の前理事が１４日付で退任することに伴いまして、６月１４日

に法人の評議会が開催され、新理事、新監事が選任をされました。翌１５日には、法人の

理事会が開催され、新理事長に石橋強氏が選任されました。６月２０日、法人評議会及び

理事会が開催され、池田靖氏が常務理事に選任をされました。その後、７月１０日、法人

より北海道に対し勧告事項改善状況報告書及び陸別町に対し指導監査改善計画書が提出さ
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れました。この改善状況報告書及び改善計画書につきましては、法人と北海道及び陸別町

で、それぞれに内容の精査が行われ、計画に基づき改善が実施され始めているところであ

ります。なお、この件につきましては、北海道と陸別町で２カ月に１回程度の随時指導監

査が行われ、計画の進捗状況などが確認されることとなっております。

７月２３日、法人評議会の開催、翌７月２４日、法人理事会が開催され、任期満了に伴

いまして、平成２５年７月２５日からの理事及び評議員が選任されました。現在、改善計

画等とは別に、全理事が担当施設などを分担して運営にかかわる取り組みを始めていると

聞いております。なお、製材工場における製材事業の再開につきましては、体制が一新

し、製材工場についても再開に向け取り組まれており、現在１０月１日からの稼働に向け

準備を進めていると、石橋理事長より報告がありました。３点目は、以上です。

４点目につきましては、スクールバス関係２件の事故について御報告申し上げます。

１件目、町有車両庫構内の事故についてであります。

７月１日月曜日の午前６時３６分ごろ、町所有の殖産トラリ線のスクールバスが構内に

駐車中の車に接触し、破損させる事故が発生いたしました。事故の原因は、スクールバス

の運行を委託している陸別ハイヤー有限会社の運転手が構内にスクールバスを駐車させよ

うと後進する際に、後方確認を怠ったために発生したものであります。幸い、この事故に

伴うけが人はなく、大事には至りませんでした。また、スクールバスにおいても、損傷等

はありませんでした。今後、このような事故がないように、委託業者に対して構内に私用

車を駐車させない、安全運転、安全教育などを職員に対して徹底するよう強く指示したと

ころであります。大変申しわけございませんでした。

２件目、もう１件ございまして、７月１２日金曜日の午前７時１０分ごろ、町所有の殖

産トラリ線のスクールバスが国道２４２号線足寄町大誉地付近を走行中に、対向車とすれ

違った際、スクールバスのフロントガラス右下部に飛び石が当たりまして、直径約２セン

チほど損傷する事故がありました。対向車につきましては、お互いに走行中でもあり、確

認が取れない状況にありました。また、この事故によるけが人はなく、スクールバスの損

傷につきましても既定予算で対応し、運行等に支障はありませんでした。まことに申しわ

けございませんでした。

以上、２件、今回の事故に係る必要な経費を予算計上しておりますので、御審議のほど

よろしくお願い申し上げます。

５点目、最後に、町内での局地的豪雨による被害について御報告申し上げます。

８月２１日水曜日に、大誉地で最大時間雨量２４ミリ、２５日日曜日に小利別で２９ミ

リ、市街地で２７ミリ、本苫務で２５ミリ、上陸方面で２１ミリメーターを記録いたしま

した。今回の雨で、町道１９カ所で部分的に路面砂利が流されたため、原材料費１４０万

円、農道２路線２カ所で路肩のり面の一部欠損をしたため、委託料に９０万円を計上して

おります。御審議のほど、よろしくお願い申し上げたいと存じます。

なお、ほかに町道で、８路線１３カ所で路肩の欠損や横断管の土砂埋そくがありまし
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た。早急な補修、除去が必要なため、既定予算で対応をいたしました。

以上で、行政報告を終わりたいと存じます。なお、お配りしてあります発注一覧表につ

きましては、後ほどごらんいただきたく存じます。

終わります。

────────────────────────────────────

◎教育関係行政報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 次に、教育委員長から教育関係行政報告があります。

石橋教育委員長。

○教育委員長（石橋 勉君）〔登壇〕 ６月定例会以降、本日までの主な教育関係の行政

報告を申し上げます。書面の中から１点、御報告いたします。

８月２５日、第４６回町民スポーツレク大会を町民運動場において１１チームの参加に

よりまして開催いたしました。昨年、事情により欠場した新町１区チームですが、有志が

中心となり新町同好会を組織して参加をいただきました。しかし、大通チームがチーム事

情により欠場となり、昨年同様の１１チームで開催となりました。伝統の種目の日産オフ

ロードレースや３１０歳リレーなど、９種目の競技に熱戦が繰り広げられ、共栄第１チー

ムが昨年に引き続き４回目の優勝を遂げました。大会の終了を待っていたかのように雨が

降り出しましたが、各チームにおかれましては祝勝会や慰労会などが開催され、地域の親

睦と交流が深められたことであります。

以上で、教育関係の主な行政報告を終わります。

○議長（宮川 寛君） これで、行政報告を終わります。

ただいまの報告にかかわる一般質問の通告は、本日午後５時までに提出してください。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、４番野尻議員、５番七戸議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定の件

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 会期の決定の件を議題にします。

本件については、９月６日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議し
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ておりますので、委員長より報告を求めます。

村松委員長。

○６番（村松正敏君）〔登壇〕 平成２５年陸別町議会９月定例会の運営について、去る

９月６日に開催しました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果につ

いて報告いたします。

今定例会における町長から事前に配付のありました案件は、平成２４年度各会計決算認

定を含め１９件であります。議会関係では、発議案１件、意見書案２件を予定しておりま

す。合計いたしますと２２件であります。本定例会は、決算認定に係る議案も含まれてお

りますので、資料準備期間等を鑑み、検討の結果、会期は、お手元に配付しました予定表

のとおり、本日から９月２７日までの１８日間と決定いたしました。９月１２日及び９月

２７日につきましては予備日としております。議事進行状況により、日程の変更もあるこ

とを御了承願います。また、会期中に追加議案等が生じた場合につきましては、議会運営

委員会において取り扱いを協議したいと思いますが、急を要する案件であると認められる

場合につきましては、休会中に会議を開くことも考えられますので、御理解を願います。

議案の一括議題につきましては、議事の効率化を図る上から、提案理由が同一のものに

ついては一括することとし、議案第５２号の財産の無償貸付についてと議案第５３号の陸

別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例、議案第５６号から議案第６０号ま

での平成２５年度補正予算５件及び議案第６１号から議案第６７号までの平成２４年度決

算認定７件をそれぞれ一括して説明を受けることとし、質疑、討論、採決は別々に行うこ

ととしましたので御了承願います。

平成２４年度各会計の決算認定についてでありますが、会期前半に議案説明から監査委

員への質疑までを行った上で休会を設け、質疑、討論、採決は、第１７日目の９月２６日

以降、各会計ごとに行う予定であります。資料請求に関しては、本日の会議終了後、議員

協議会において説明があります。

以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては特段の御協力をお願い申し上

げ、報告といたします。

○議長（宮川 寛君） お諮りいたします。

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から９月２７日

までの１８日間とすることにしたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は、本日から９月２７日までの１８日間とすることに決定しました。

次に、お諮りします。

議案審査等のため、９月１３日から９月２５日までの１３日間は、休会としたいと思い

ます。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、９月１３日から９月２５日までの間は、休会とすることに決定しました。

次に、お諮りします。

９月１３日から９月２５日までは休会とすることに決定しましたが、急を要する追加議

案が生じた場合については、陸別町会議規則第１０条第３項の規定に基づき、特に会議を

開くことにしたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、特に会議を開く必要があると認めた場合は、休会中に会議を開くことに決

定しました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第４９号公平委員会委員の選任について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 議案第４９号公平委員会委員の選任についてを議題と

します。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第４９号公平委員会委員の選任についてでございま

すが、現委員のうち１名が平成２５年９月３０日付で任期満了となりますことから、議会

の同意をいただきまして選任をしようとするものでございます。

現委員の森よし子さんにつきましては、平成２０年７月１０日から公平委員会委員とし

て御尽力いただいております。現委員の森よし子さんを、引き続き選任をしたいと考えて

おります。

森さんは、昭和４０年３月に陸別中学校を卒業され、その後、家業の農業を手伝われ、

昭和４９年３月、夫の光吉さんと御結婚されております。森さんは、平成１７年から今年

の７月まで、８年間にわたり社会福祉法人北勝光生会の評議員として福祉施設の運営な

ど、地域の社会福祉の推進に御活躍をされました。森さんは、人格が高潔で、地方自治の

本旨及び民主的で能率的な事務に理解がありまして、人物、識見とも申し分のない方だと

考えております。

何とぞ御同意を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第４９号の質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、これで終わります。

これから、議案第４９号公平委員会委員の選任についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。
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本件は、これに同意することに賛成の方は、起立願います。

（賛成者起立）

○議長（宮川 寛君） 起立全員です。

したがって、議案第４９号は、同意することに決定しました。

────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第５０号固定資産評価審査委員会委員の選任について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第４ 議案第５０号固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５０号固定資産評価審査委員会委員の選任につい

てでありますが、現委員のうち１名が平成２５年９月３０日付で任期満了となりますこと

から、議会の同意をいただきまして選任をしようとするものでございます。

現委員の依田美實氏は、平成１９年１０月１日から固定資産評価審査委員会委員として

御尽力をいただいております。現委員の依田美實氏を、引き続き選任したいと考えており

ます。

依田氏は、昭和４８年３月、道立帯広農業高等学校を卒業され、家業である酪農を営

み、平成４年には妻の活代さんと御結婚をされております。依田氏は、人物、識見とも申

し分のない方でありますので、どうか御同意のほどよろしくお願いを申し上げます。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第５０号の質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５０号固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、これに同意することに賛成の方は、起立願います。

（賛成者起立）

○議長（宮川 寛君） 起立全員です。

したがって、議案第５０号は、同意することに決定しました。

────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更につ

いて

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第５ 議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約の変

更についてを議題とします。
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提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更

についてでございますが、住民基本台帳法の一部改正等に伴いまして、北海道後期高齢者

医療広域連合規約の変更について協議をするため、本案を提出するものでございます。

内容につきましては、町民課長のほうから説明をいたしたいと存じますので、御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 朝日町民課長。

○町民課長（朝日大二君） それでは、議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約

の変更について、御説明をさせていただきます。

資料は、資料ナンバー１に掲載させていただいております。資料によって御説明をさせ

ていただきます。資料ナンバー１をお開きください。

この改正内容でありますが、ごらんのように新旧対照表で示してございます。左が現

行、右が改正後ということになってございます。現行の規約で、別表第２、この部分の備

考の２が変更となるところでございます。別表第２の（第１９条関係）となっております

が、このことにつきましては、関係市町村の負担金等を定めた規定となっている部分でご

ざいます。その中で、このたび住民基本台帳法の一部を改正する法律において、昨年、平

成２４年７月９日より外国人住民に係る住民票を作成することになったことに伴いまし

て、不用となる文言を削除し、改めるものでございます。

資料の説明は、以上となります。

それでは、議案書の３ページにお戻りください。

議案を読み上げさせていただきます。

議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１条の３第３項の規定により、北海道後

期高齢者医療広域連合規約を次のとおり変更するであります。

北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約。

北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を次のように変更する。

別表第２備考２中「及び外国人登録原票」を削る。

附則。

１、この規約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９１条の３第３項の規定

による北海道知事への届け出をした日から施行する。

２、改正後の別表第２備考２の規定は、平成２６年度以降の年度分の負担金について適

用し、平成２５年度以前の年度分の負担金については、なお従前の例によるであります。

以上であります。

以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。



― 11 ―

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５１号北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５１号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第５２号財産の無償貸付について

◎日程第７ 議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正

する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第６ 議案第５２号財産の無償貸付について及び日程第７

議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例を一括議題としま

す。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５２号財産の無償貸付についてでありますが、株

式会社テレビ北海道のテレビ放送中継局の開局に伴いまして、陸別デジタルテレビ中継施

設に係る町有財産を無償貸し付けするため、地方自治法の規定によりまして議会の議決を

求めるものでございます。

続きまして、議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例につ

いてでございますが、これも同じく株式会社テレビ北海道のテレビ放送中継局の開局に伴

いまして、所要の改正、事項を加える改正を行おうとするものでございます。

以上、議案第５２号、議案第５３号を一括提案をさせていただきたいと存じます。

内容につきましては、町民課長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 朝日町民課長。

○町民課長（朝日大二君） それでは、議案第５２号財産の無償貸付について御説明させ

ていただきます。
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ただいま、町長のほうから提案理由の説明がありましたとおり、既存の民放４局と同様

に無償貸し付けを提案する内容となってございます。

それでは議案本文を読み上げます。

財産の無償貸付について。

次により、財産を無償貸し付けする。

１、貸付財産、陸別デジタルテレビ中継局施設。

２、所在地、陸別町字上利別８番地４６、５０、７１、１０９。陸別町国有林１０１６

や・れ、１０１７へ・い２林小班。

３、貸付目的、テレビ放送の公共性により、町民の生活文化の向上に資するため。

４、貸付期間、供用開始の日から１０年間。

５、契約の相手方、札幌市中央区大通東６丁目１２番地４、株式会社テレビ北海道、代

表取締役社長、関口尚之。

以上であります。

続きまして、議案第５３号について御説明申し上げたいと存じます。

資料につきましては、資料ナンバー２の１、２の２に掲載してございますので、後ほど

ごらんいただきたいと存じます。

議案書の５ページにお戻りください。

議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例。

陸別町テレビ放送中継局設置条例（平成２１年陸別町条例第２１号）の一部を次のよう

に改める。

第４条の表に、次のように加える。

株式会社テレビ北海道、札幌市中央区大通東６丁目１２番地４。

附則。

この条例は、規則で定める日から施行する。

以上であります。

以後、御質問にお答えしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第５２号財産の無償貸付についての質疑を行いま

す。

質疑はありませんか。

６番村松議員。

○６番（村松正敏君） これは、町民の生活文化の向上に資するということで、大変いい

ことではないかなと思うのでね。一番町民が知りたいのは、この供用開始というのはどう

いうような状況で進んでいるのかだけお聞きします。

○議長（宮川 寛君） 朝日町民課長。

○町民課長（朝日大二君） この工事につきましては、テレビ北海道の中継局の整備工事
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につきましては、発注一覧にもございますとおり、本年の７月発注になっているものでご

ざいまして、ただいまの進捗率といたしましては、まず準備段階でございまして、進捗率

が１０％となっております。なお、今月から本格的な作業が開始となります。それにより

まして、今、予定では１１月には試験波を出しまして、まだ確定ではありませんが１２月

を目途に開局を目指しているところでございます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５２号財産の無償貸付についてを採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５２号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例の質疑

を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５３号陸別町テレビ放送中継局設置条例の一部を改正する条例を採決

します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５３号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第８ 議案第５４号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例

────────────────────────────────────
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○議長（宮川 寛君） 日程第８ 議案第５４号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する

条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５４号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条

例についてでございますが、町営住宅のうち、新町団地の建てかえによりますＱ棟、Ｒ棟

の用途廃止、取り壊し及びＫ棟、Ｌ棟の供用開始並びに用地確定に伴いまして、所要の改

正を行おうとするものでございます。

内容につきましては、建設課長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 小栗建設課長。

○建設課長（小栗幹夫君） 議案第５４号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例に

ついて説明をいたします。

まず、資料３の１を御参照願います。

今年度、建設中であります新町団地公営住宅Ｋ、Ｌ棟、黒い太線で囲われた部分であり

ます。６月２１日から１０月３１日までの工期で建設中であります。この団地の中に、３

１３番地の６に関しましては、Ｅ棟からＬ棟まで含めた１筆の土地でありました。そのた

め、今回、町道整備、町営住宅整備の完了に伴いまして、管理上から町営住宅用地と町道

用地とに分筆をしました。したがいまして、この１筆でありました土地が３筆となりまし

て、Ｅ、Ｆ棟が元地番の３１３番地の６で変わらず、ＩからＬ棟は３１３番地の３５とな

ります。町道新町８号通りは３１３番地３６となります。なお、平成２３年度建設の単身

者住宅Ｇ棟、Ｈ棟に関しましては、元地番の３１３番地６のままでありますので、陸別町

特定公共賃貸住宅設置条例の改正はありません。

次に、資料３の２を御参照願います。

公営住宅Ｑ棟、Ｒ棟、２棟８戸の取り壊しは、今、取り壊し中でありますが、８月９日

から１０月３１日までの工期で行っております。この建物は、昭和５０年度のブロック造

で３８年経過しております。なお、更地になった後には、今年度計画を進めております陸

別町住生活基本計画及び公営住宅等長寿命化計画策定、言ってみれば公営住宅のストック

計画であります。これに基づきまして整備を行っていく予定であります。

議案第５４号本文にお戻りください。

町営住宅設置条例の一部を改正する条例ということで、町営住宅設置条例（平成９年陸

別町条例第２号）の一部を次のように改正する。

別表第１中、陸別町字陸別西１線３１３番地６、Ｅ棟２戸、平成２３年度、木造平屋２

ＬＤＫ、住戸１・２、床面積６９.５６平米、以下、Ｆ棟も同じとなります。Ｅ、Ｆ棟に

関しましては元地番のままで、下の欄を見ていただきますと、元地番のままの西１線３１

３番地の６であります。あと、Ｉ、Ｊ棟に関しましては、下の段を見ていただきますと、



― 15 ―

西１線３１３番地の３５という新しい番地となります。西１線３１３番地９のＱ棟、Ｒ棟

に関しましては、先ほど御説明したとおり解体取り壊しとなります。下の段に移りまし

て、先ほどＥ、Ｆ、Ｉ、Ｊ棟に関しましては御説明したとおりであります。あと、新たに

今年度建設しておりますＫ棟２戸、平成２５年度木造平屋２ＬＤＫ住戸番号１・２、床面

積６６.２４平米、Ｌ棟も同じ床面積となります、に改めるということであります。

附則。

この条例は、平成２５年１１月８日から施行する。１１月８日の理由なのですけれど

も、建設工事、解体工事が同じ１０月３１日で完了することに伴いまして、完了検査を１

１月８日で設定したことによるものであります。

以上で、説明を終わります。

以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いしま

す。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認めます。これで終わります。

これから、議案第５４号陸別町営住宅設置条例の一部を改正する条例を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５４号は、原案のとおり可決されました。

○議長（宮川 寛君） １１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５３分

再開 午前１１時０９分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第９ 議案第５５号地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理に関

する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第９ 議案第５５号地方税法の一部改正に伴う関係条例の整

理に関する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。
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金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５５号地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理

に関する条例についてでございますが、地方税法の一部を改正する法律等が公布されまし

たことに伴いまして、所要の改正を行おうとするものでございます。

内容につきましては、町民課長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 朝日町民課長。

○町民課長（朝日大二君） それでは、議案第５５号について御説明させていただきま

す。議案第５５号地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例であります。

条文の新旧対照表につきましては、資料のナンバー４の１、４の２に掲載されておりま

すので、ごらんいただきたいと思います。

資料に基づきまして、御説明をさせていただきます。こちらの資料４の１につきまし

て、新旧対照表を掲載してございますが、地方税法の改正が平成２５年３月３０日に公布

されております。その中で、延滞金の割合、利率の引き下げに伴いまして、今回、税以外

の税外収入等の関係条例について改正する内容となっております。この改正内容につきま

しては、本年５月の第２回の臨時会において可決、改正済みの町税条例、税関系のほうの

条例の内容と同様になってございます。このたび、その関係条例第１条から第５条まで、

第１条につきましては陸別町税外諸収入金の徴収に関する条例でございます。内容といた

しましては、附則に第３項を加えたものでありまして、延滞金の割合の特例条文を新たに

規定した内容となっております。

第３項を読み上げます。

第１条、陸別町税外諸収入金の徴収に関する条例の一部改正。

附則。

第３項でございますが、当分の間、第３条に規定する延滞金の年１４.６％の割合及び

年７.３％の割合は、同条の規定にかかわらず、各年の特例基準割合（当該年の前年に租

税特別措置法（昭和３２年法律第２６号）第９３条第２項の規定により、告示された割合

に年１％の割合を加算した割合を言う。以下この項において同じ。）が、年７.３％の割

合に満たない場合には、その年（以下この項において「特例基準割合適用年」という。）

中においては、年１４.６％の割合にあっては、当該特例基準割合適用年における特例基

準割合に年７.３％の割合を加算した割合とし、年７.３％の割合にあっては、当該特例基

準割合に年１％の割合を加算した割合（当該加算した割合が年７.３％の割合を超える場

合には、年７.３％の割合）とするというものでございます。

これは、端的に御説明申し上げますと、前回の税条例の改正のときにも御説明させてい

ただいたのでありますが、こちらは、現在、税外諸収入の徴収に関する条例につきまして

は特例の規定がございませんで、新たに特例について規定するものでございまして、本則

が７.３％の割合です。それが、改正後は３.０％になるというものでございます。
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以下、第２条につきましては道路占用料徴収条例、第３条につきましては普通河川管理

条例、こちらの二つにつきましては、この延滞金の特例の割合につきまして、現在、特例

規定がございません。本則どおりとなってございます。これをちょっと左右新旧で見てい

ただきますと、第２条の下から２行目、下線の部分でありますが、附則第３項を準用する

という規定にしてございます。この附則第３項というのは、今御説明いたしました第１条

の税外諸収入金の徴収に関する条例の第３項を準用するということになります。

続きまして、第４条の介護保険条例の一部改正ということにつきましては、こちらも現

行の条例では、特例の規定がございません。したがいまして、延滞金の割合の特例、これ

を新設する内容となってございます。条文の内容につきましては、新設ではありますが、

新たに、今申し上げましたとおり、本則７.３％が３％になりますと。これは１カ月以内

の延滞金の部分でございまして、１カ月後はといいますと、いずれの条例も現行の１４.

６％が改正後９.３％になるということで、５.３％利率が下がるという内容になってござ

います。

最後、第５条でございますが、後期高齢者医療に関する条例の一部改正ということでご

ざいます。こちらにつきましては、現行条例におきまして、延滞金の割合の特例というも

のが設けられております。これを今回の地方税法の改正に伴いまして、同じように特例か

ら特例、これだけが現行の特例が４.３％になってございますので、改正後３.０％という

ような内容になってございます。

なお、申しおくれましたけれども、第５条、これは字句の訂正がございますので、御確

認、記入していただきたいと思います。新旧対照表、新のほうの第５条の下から３行目、

「割合と」で終わっていますが、「割合とし」、ひらがなの「し」が入りますので御訂正

のほどよろしくお願いいたします。

以上、延滞金の特例につきまして、新設、あるいは準用、あるいは特例の改正という３

点の内容になっているものでございます。

本条例の本文の説明は以上とさせていただきまして、議案書８ページにお戻りいただけ

ればと思います。

議案書の条文の本文の読み上げは省略させていただきまして、附則から読み上げたいと

思います。

８ページ、附則。

（施行期日）

１、この条例は、平成２６年１月１日から施行する。

（経過措置）

２、この条例による改正後の陸別町税外諸収入金の徴収に関する条例附則第３項、陸別

町介護保険条例附則第６条及び陸別町後期高齢者医療に関する条例附則第３条の規定は、

延滞金のうち、平成２６年１月１日以降の期間に対応するものについて適用し、同日前の

期間に対応するものについては、なお従前の例によるでございます。
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以上であります。

雑駁な説明でありましたが、以後、御質問によりお答えしてまいりたいと思いますの

で、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

説明が複雑ですので、理解できないことも含めて質疑を許します。

佐々木副町長、補足がございます。

○副町長（佐々木敏治君） 若干補足をさせていただきます。

先ほど、町民課長が説明したように、地方税法の法律改正が３月にありまして、３月３

０日に公布されたと。それで５月の臨時会で町税条例、延滞金の関係を含めて改正をさせ

ていただきました。本来であれば、その時点で関係する条例全てについても改正すべき

だったのですが、若干チェック漏れがありまして、今回になったということことで、まず

御理解をいただきたいと思います。

それで、内容としては、延滞金の特例の見直しに伴って、今回関係する条例全てについ

て改正をするという条例になっております。それで、延滞金の改正内容は、本則では１カ

月以後の延滞金については１４.６％の率になっておりますけれども、今回の改正後の特

例によって、それが９.３％に率が下がるということ。それから、１カ月以内の延滞金７.

３％、これは条文にもありますけれども、それが見直しによって３％に下がると、そうい

う内容の改正になっております。条文上はちょっと複雑になっておりますけれども、附則

の追加ですとか、本文改正ですとか、この特例に伴う河川条例とか道路条例、道路関係に

ついては税外収入を準用するという、そういう改正になりますので、そこら辺を御理解い

ただきたいと思います。ちなみに、地方税法のこの延滞金の改正については、来年の１月

１日からの施行ということになります。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） 質疑を許します。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５５号地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例を採決

します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５５号は、原案のとおり可決されました。
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────────────────────────────────────

◎日程第１０ 議案第５６号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第

４号）

◎日程第１１ 議案第５７号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計補正予算（第２号）

◎日程第１２ 議案第５８号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計補正予算（第２号）

◎日程第１３ 議案第５９号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号）

◎日程第１４ 議案第６０号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計補正予算（第１号）

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１０ 議案第５６号平成２５年度陸別町一般会計補正予算

（第４号）から日程第１４ 議案第６０号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計

補正予算（第１号）までを５件一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第５６号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第

４号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億３,９９７

万円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３９億８,４２０万２,０００円

とするものでございます。

続きまして、議案第５７号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１,４５９

万３,０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億４,９９５万５,

０００円とするものでございます。

続きまして、議案第５８号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第２号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２

３３万８,０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億６６１万３,

０００円とするものでございます。

続きまして、議案第５９号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）についてでございますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１７１万６,００

０円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億２,８６９万６,０００円と

するものでございます。

続きまして、議案第６０号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

１号）についてでありますが、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１,６１７万６,０

００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億５,２１３万１,０００円
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とするものでございます。

以上、議案第５６号から第６０号までの平成２５年度の補正予算につきまして、５件一

括提案を申し上げたいと存じます。

内容につきましては、副町長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、私のほうから、議案第５６号から第６０号まで一

括説明をさせていただきます。

議案第５６号平成２５年度陸別町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項でありますけれども、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の補正は、「第２表地方債補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、９ページをお開きください。

２、歳出。

１款議会費１項議会費１目議会費１４節使用料及び賃借料１９万７,０００円。これ

は、この説明欄にあります賃借料、車両借上料２１万２,０００円を追加するものであり

まして、その上の使用料、施設等入場料、有料道路通行料、これは当初予算で計上してお

りますけれども、それぞれ３,０００円、１万２,０００円を減額して、差し引き１９万

７,０００円を追加するものであります。この費用につきましては、議会の行政視察に係

る費用ということで御理解をいただきたいと思います。

２款総務費１項総務管理費５目財産管理費１５節工事請負費２,７０４万８,０００円。

これは、工作物解体・撤去ということでありますけれども、分線・川上間の橋梁が今現在

４橋ございます。各２橋を２５年度と２６年度で２橋ずつ撤去をしていきたい考え方を

持っております。今年度、２５年度につきましては、分線から依田さんの坂をおりていっ

て最初の橋のところに橋梁がございますが、その二つの橋梁を今回撤去すると。工事請負

費としては２,７０４万８,０００円、２橋分になります。これは、従来から冬期間の雇用

対策ということで、冬場の作業ということで考えてございます。

２４節投資及び出資金１億円。これは備荒資金組合への出資となります。

７目の企画費１９節負担金補助及び交付金１５０万円。補助金でありまして、太陽光発

電設置事業の５０万円の３件分の追加となります。当初で１件見て、５０万円を計上して

おりましたけれども、既に１件が補助を使っているということで、現在、要望等もござい

ますので、３件を追加をしているということになります。

次のページになります。
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２款総務費５項統計調査費１目の指定統計調査費１節報酬、調査員報酬２万２,０００

円。１１節需用費、消耗品費で５,０００円の減額。これは、５年ごとに１回実施してお

ります住宅土地統計調査、これは当初予算でも計上しておりますけれども、報酬について

は当初２名で計上しておりましたけれども、今回、道のほうから調査員１名の増というこ

とで内示がございました。その不足分２万２,０００円と消耗品費の精査によります５,０

００円の減額となっております。ちなみに、歳入で１万６,０００円の収入がございま

す。

３款民生費１項社会福祉費１目の社会福祉総務費２３節償還金利子及び割引料８万６,

０００円。国庫補助金等返還金でありまして、これは平成２４年度分の地域生活支援事業

の確定に伴う国への返還金が７万４,０００円、同じく障害児通所給付費の確定に伴う国

への返還が８,４９６円、同じく障害児施設措置費確定に伴う北海道への返還３,３０９円

となっております。それから、２８節繰出金４,０００円、これは介護保険事業特別会計

への繰出金であります。

２目の老人福祉費、資料のナンバー５をお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー５は、住民参加型高齢者生活支援等推進事業の資料になっております。目

的について読み上げたいと思いますが、高齢者が住みなれた地域で医療、介護、福祉サー

ビスやさまざまな生活支援サービスが切れ目なく提供される体制、地域包括ケアシステム

を構築するため、地域包括支援センターや介護事業者、社会福祉協議会、民生委員、町内

会などの地域の関係者において、高齢者を支える地域づくりを目指すという目的がござい

ます。これは、今回、新規の事業であります。

２の補助対象事業でありますけれども、（１）として住民参加型地域づくり推進事業、

①から③の事業がございますが、①として、関係機関との事前検討及び住民等への周知、

アとして、住民等への説明会の開催、意見交換会の開催など、ここに記載のとおりであり

ます。それから、イとして、地域住民の関係者に対し、住民参加型の地域づくりを進める

趣旨や関係者との意見交換会の開催や参加の呼びかけを行う。考え方としては、事前検討

会議を３回ほど予定しております。それから、住民説明会を１回程度予定しております。

それから、②として、住民等の意見交換会の開催、ここに記載のとおりでありますけれど

も、この意見交換会については３回程度予定をしております。それから、③の今後の施策

検討及び住民等への報告。これについては、検討会議を１回、それから、住民への結果報

告会を１回程度開催を予定していきたいという考え方を持っております。

それで、３の補助金でありますけれども、北海道補助金でありまして、１０分の１０、

１００％の補助金がございます。補助対象経費については、ここに記載のとおりになって

おります。

４の予算でありますけれども、賃金から報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、備品

として、総額１１７万８,０００円を今回追加でお願いをするものであります。

それでは、予算書の１０ページをお開きいただきたいと思います。
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２目の老人費ありますけれども、今説明したとおり、７節の賃金、臨時事務職員賃金２

５万３,０００円。８節の報償費、謝礼金、これは講演会の報酬でありますけれども、１

回分を見ておりまして５万円。それから、９節の旅費４万６,０００円、これは普通旅費

であります。包括支援センター職員の４名分の旅費となります。それから、１１節の需用

費９万６,０００円、消耗品費で５万円、食糧費で１万円、次のページの印刷製本費で３

万６,０００円、これは講演会のチラシですとか、そういったものの印刷製本費となりま

す。それから、１２節の役務費４,０００円、これは手数料でして新聞折込手数料。それ

から、１３節の委託料２０万円、これは住民参加型高齢者支援事業として、北勝光生会の

ほうへの委託を考えてございます。それから、１８節の備品で５２万９,０００円、これ

は事務用備品でありまして、ホワイトボードですとかプロジェクター、デジカメなどの備

品の購入になります。

それから、３款民生費２項児童福祉費１目の児童福祉総務費。資料のナンバー６をお開

きいただきたいと思います。資料ナンバー６、これも新規の事業でありまして、市町村子

ども・子育て支援事業計画関係資料ということであります。

この上段にございますが、子ども・子育て関連３法が平成２４年８月２２日に公布され

ました。その内容としては、一つ目に子ども・子育て支援法、それから二つ目に就学前の

子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律、

認定こども園法の一部改正法となります。３番目として、子ども・子育て支援法及び就学

前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（整備法）とございますが、この３法の正

式な施行日は、一部の規定を除きまして、国は２７年度施行を想定しているところであり

ます。

子ども・子育て支援法のポイントとして、①から⑪まで、ここにポイントとして記載を

しております。今回、予算に直接関係する部分でいきますと、特に⑤、⑦、⑩となりま

す。

まず、⑤は、国は市町村及び都道府県に対し、国の方針に則した５年を１期とする教

育、保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保、業務の円滑な実施に関する

計画書、市町村（都道府県）子ども・子育て支援事業計画の策定を義務化しております。

当町としては、来年度、２６年度に、この計画を考えているところであります。

それから、⑦でありますけれども、国は市町村及び都道府県に対し、市町村（都道府

県）子ども・子育て支援事業計画等への子育て当事者の意見反映のため、審議会その他の

合議制の機関、地方版子ども・子育て会議の設置を法整備上で努力義務化をしておりま

す。これについては、今後、条例制定の考え方で進めていく考えでございます。

⑩ですけれども、国及び地方公共団体は、子ども・子育て支援の推進を図るための基礎

資料として、保育の需要及び供給の状況の把握に努める。つまり、今回の予算に関係する

部分であります。これは、子ども・子育て支援事業計画への前段の取り組みとして、基礎
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資料をつくるという内容であります。保護者、０歳児から小学校６年生までの保護者への

アンケートなどの実態調査を含む、その集計ですとか分析などもございます。

それでは、予算書の１１ページのほうにお戻りいただきたいと思います。

今説明した内容の委託料２６２万５,０００円であります。これは全額北海道補助の歳

入があります。

２目の児童福祉施設費４節共済費３,０００円。これは、社会保険料、労災保険料の追

加になります。７節の賃金、臨時保育士賃金８６万８,０００円の追加となります。実

は、未満児保育の関係で、未満児が当初予算では５名を見ておりましたけれども、９月１

日現在では７名ふえまして１２名になっております。その後、また申し込みがございます

ので、１２月時点では１５名に未満児の入所が見込まれている状況がございます。それに

伴いまして、それにかかる賃金が不足するということで１４２万９,７４０円の追加とな

ります。既に予算は執行しておりますけれども、他の予算の賃金の精査によりまして、差

し引き８６万７,４８０円の追加をお願いする内容であります。

次のページ、４款衛生費１項保健衛生費１目の保健衛生総務費１９節負担金補助及び交

付金、負担金、十勝圏複合事務組合に８万８,０００円。これは、帯広高等看護学院のボ

イラーが故障しまして、その修繕にかかる追加の負担金となります。２目の保健衛生施設

費１８節備品購入費、管理用備品１万９,０００円。実は、公衆浴場用の掃除機１台を更

新したいという内容でありまして、今のものが平成１６年に購入しまして約１０年を経過

しております。故障しがちということで、今回更新をしたいということで予算のお願いを

しております。

それから、６款農林水産業費１項農業費３目の農業振興費１９節負担金補助及び交付

金、補助金、経営体育成支援事業３００万円であります。

資料ナンバー７をお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー７は、経営体育成支援事業でありまして、１の事業の仕組みから７の事業

内容まで記載をしております。これは、３に事業の助成対象者と書いてありますが、

（２）の下に米印で農協は助成対象外ということになります。つまり、個人の農家、ある

いは法人の農家ということになります。それで、７の事業内容、農業生産法人ということ

で１社、中心経営体としてスプレーヤー１台、これは防虫剤ですとかそういったものを散

布する機械でありますけれども、３００万円を町経由でその事業者に交付するという内容

であります。歳入でも同額を見てございます。

それでは、予算書の１２ページにお戻りをいただきたいと思います。

４目の畜産業費１１節需用費５万３,０００円、修繕料でありますけれども、実は平成

２１年５月に購入した日産のクリッパーですが、エアコンですとかラジエーター、サーモ

スタットなども故障しまして、その修繕に費用として５万３,０００円。それから、５目

の農地費１３節委託料９０万円、農業用施設維持管理でありますけれども、先ほど町長の

行政報告が口頭でございましたけれども、８月２１日、８月２５日の局地豪雨によりまし
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て農道止若１号支線と農道林内１号線、農道２路線の９０万円の補正であります。資料８

を添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、６目の営農用水管理費１５節工事請負費１９万２,０００円。これは、水道

工事でありまして、給水管の布設です。これは第２トラリ地区の営農用水の関係でありま

して、１戸分給水管の切りかえでありまして、道のほうから２６年度に予定した１戸分を

今年度前倒しでやるという指示がございましたので、１９万２,０００円を追加しており

ます。

次のページ、７款の商工費、１項の商工費３目の観光費１９節の負担金補助及び交付金

９万２,０００円、補助金として、しばれフェスティバル開催事業でありますけれども、

実は１０月１９日に東京都内で開かれます電機連合との友好２５周年の記念レセプション

に実行委員長が参加するということがございましたので、その旅費分を今回追加をしてお

ります。

それから、８款土木費２項道路橋りょう費２目の道路維持費１６節原材料費１４０万

円。これは、先ほど説明しました局地的豪雨に伴う町道１９カ所分にかかわる路面整正用

の砂利４９５立方でございます。

それから、８款土木費５項下水道費１目の下水道費２８節繰出金、公共下水道事業特別

会計への繰出金１３万５,０００円の減額となります。

それから、１０款教育費１項教育総務費４目のスクールバス運行管理費２２節の補償補

填及び賠償金、賠償金、車両事故２３万５,０００円でありますが、これは先ほども町長

から口頭で説明もありました町有車両庫内で起きた７月１日の殖産トラリ線スクールバス

事故に係る損害賠償金であります。

次のページは、一般会計において、統計調査員の報酬の追加がございましたので、１５

ページに特別職の給与費明細書をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。

以上で歳出を終わりまして、歳入５ページをお開きください。

５ページ、１、歳入。

９款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税、今回、歳出予算の歳入不足分を地方交

付税、普通地方交付税ですが１億５０３万５,０００円を追加しております。当初、既定

額として２１億１,１６６万４,０００円ですが、内訳としては普通地方交付税で１９億

３,１６６万４,０００円、特別地方交付税で１億８,０００万円を計上しておりました。

今回、普通地方交付税で１億５０３万５,０００円を追加しまして、普通地方交付税は２

０億３,６６９万９,０００円、特別地方交付税が１億８,０００万円ということで、２２

億１,６６９万９,０００円となります。今年度、普通地方交付税が確定しました、２３億

４,８３６万５,０００円で確定をしております。その差額分３億１,１６５万６,０００円

を現在留保しているということになります。

それから、１２款使用料及び手数料１項使用料２目の民生使用料２節の児童福祉使用
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料、保育料であります、７０万円。これは、先ほど歳出で説明しました未満児の入所増に

伴う保育料の追加となります。

１４款道支出金２項道補助金１目民生費補助金１節社会福祉費補助金１１７万８,００

０円、住民参加型高齢者生活支援等推進事業費補助金であります。２節の児童福祉費補助

金２６２万５,０００円、説明欄にあるとおり子育て支援対策事業費補助金であります。

それから、４目の農林水産業費補助金１節の農業費補助金、地域づくり総合交付金１２

０万円の追加。それから、経営体育成支援事業補助金３００万円であります。なお、地域

づくり総合交付金は、これは加工センターの改修に係る補助金でありまして、６月補正に

おいて５６０万円を予算計上しておりましたけれども、今回、道のほうから６８０万円の

内示がございました。それで１２０万円を追加ということになります。

次のページ、２節の林業費補助金１３０万円。これは、経営林道ポントマム川沿線改良

事業補助金であります。これも先ほどの加工センターと同様、６月定例会において５２０

万円の補助金を予算計上しておりましたけれども、今回６５０万円の内示がございまし

た。その追加分１３０万円を今回補正するものであります。

それから、１４款道支出金３項委託金１目総務費委託金４節の統計調査費委託金、統計

調査委託金で１万６,０００円の追加となります。

それから、１６款寄附金１項寄附金２目の指定寄附金６０万円、１節の総務費寄附金、

ふるさと整備基金で、寄附１件の１０万円。２節教育費寄附金、学校施設整備資金、寄附

１件で、５０万円であります。

それから、１７款の繰入金１項基金繰入金３目のふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰

入金、１節のふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金１,６２０万円。これは、先ほど

歳出で説明をしました、ふるさと銀河線の橋梁撤去２基、第１４利別川、第１５利別川の

二つの橋梁撤去費用に対する基金充当になります。１,６２０万円。

それから、１９款諸収入５項の雑入３目の雑入５節の雑入、６１３万３,０００円であ

ります。説明欄にありますけれども、車両損害共済給付金。これは、先ほどの歳出でも説

明をしましたけれども、７月１日のスクールバスに係る事故分が２３万４,７５６円。そ

れから、７月１２日の事故にかかわる分２５万７,２５０円、合わせて４９万２,００６円

の共済給付金であります。それから、不用物売払収入９５万４,０００円、これはふるさ

と銀河線の第１４、第１５利別川橋梁の鉄桁の撤去に伴う売払収入であります。それか

ら、市町村振興協会助成金１００万円、これは第５回ふるさと銀河線りくべつ鉄道まつり

で、花火分といいますか、１００万円を増額しておりますけれども、宝くじの補助金が認

められたということで、今回その１００万円の追加になります。それから、介護給付費負

担金等精算返還金２６８万１,０００円、これは平成２４年度の介護保険特別会計からの

精算に係る返還金であります。それから、退職手当組合事前納付金精算還付金１００万

６,０００円。これは退職手当組合に事前納付をしておりますけれども、その平成２２年

度から平成２４年度分の３年間分の精算に伴う退職手当組合からの還付金となります。
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それから、５目の過年度収入１節障害者福祉費等負担金過年度収入１９０万９,０００

円、説明欄の障害者福祉費等負担金でありますけれども、これは平成２４年度分の障害者

医療費、更生医療に係る分、それから障害者自立支援法に基づく自立支援給付費に係る

分、国、道から精算に伴う収入１９０万９,０００円であります。

２０款町債１項町債６目の臨時財政対策債１節の臨時財政対策債７万４,０００円の追

加であります。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きいただきたいと思います。

４ページは、第２表地方債補正でありまして、これは変更になります。起債の目的は、

臨時財政対策債。補正前、補正後でありますが、利率については変更ございません。補正

前の限度額１億５,０００万円、補正後が１億５,００７万４,０００円で、７万４,０００

円の追加補正となります。

以上で、議案第５６号の説明を終わります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５７分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 議案第５７号の説明に入る前に、５６号で一部説明漏れがあ

りましたので、事項別明細書、歳出の９ページをお開きいただきたいと思います。

財産管理費の中で、２５節積立金６０万円、ふるさと整備基金積立金でありますけれど

も、これは先ほど歳入で説明した寄附２件の積立金となります。

それでは、議案第５７号の説明に移りたいと思います。

議案第５７号平成２５年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

９款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金２３節償還金利子及び割引料、国庫

補助金等返還金１,３５６万２,０００円でありますけれども、これの内訳につきまして

は、平成２４年度分の療養給付費の確定に伴いまして、国及び支払基金へ返還するもので

あります。まず、療養給付費の関係につきましては、国へ１,２０４万４,５４６円の返

還、それから退職医療給付費の確定精算に伴う支払基金への返還金が１５１万６,５２２

円となっております。

９款諸支出金３項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金２８節繰出金、国民健康保険直営
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診療施設勘定特別会計への繰出金１０３万１,０００円であります。

次、歳入、４ページをお開きください。

１、歳入。

２款国庫支出金２項国庫補助金１目の財政調整交付金１節財政調整交付金、特別調整交

付金１０３万１,０００円であります。これは、直診会計への繰出金の財源になるわけで

すが、今回、直診会計のほうで医療機器購入費として、医療用テレメーター２３１万７,

８７５円、それと当初予算で計上しておりますけれども、気管支ファイバースコープ７７

万７,０００円、合わせて３０９万４,８７５円の３分の１、１０３万１,０００円の特別

調整交付金となっております。

それから、９款繰越金１項繰越金１目の繰越金１節の前年度繰越金１,３５６万２,００

０円の計上であります。繰越金の額が２,３６６万５,２１０円に確定をしております。今

回５１０万３,２１０円の繰越金の財源留保ということになっております。

以上で議案第５７号の説明を終わりまして、次に、議案第５８号の説明に移ります。

議案第５８号平成２５年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費２項研究研修費１目研究研修費１９節負担金補助及び交付金、負担金、会議

等負担金で２万円でありますけれども、これは医師２名にかかる学会出席に伴う負担金の

追加であります。

それから、２款医業費１項医業費１目医療用機械器具費１８節備品購入費、医療用備品

２３１万８,０００円、これは資料ナンバー９に資料を添付しておりますので、後ほど参

照していただきたいと思いますが、医療用テレメーターを購入したいと思っております。

現在のは平成１１年に購入いたしまして、１４年経過しておりまして、故障しがちである

ということで診療に支障を来すということで、今回更新費用を計上させていただいており

ます。

以上で歳出を終わりまして、歳入４ページをお開きください。

１、歳入。

５款繰入金１項他会計繰入金２目国保事業勘定特別会計繰入金１節国保事業勘定特別会

計繰入金、医療機器整備分１０３万１,０００円であります。

それから、６款繰越金１項繰越金１目繰越金１節の前年度繰越金１３０万７,０００円

の計上であります。確定額が１,５０８万２,０６５円でありますので、今回、計上分を差

し引きしますと１,２７７万５,０６５円を留保しております。
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以上で議案第５８号の説明を終わりまして、議案第５９号の説明に移ります。

議案第５９号平成２５年度陸別町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費１１節需用費、修繕料９２万４,０００円。

実は、陸別浄化センターの天窓からの雨漏りが発生いたしまして、この建物は平成９年に

供用開始しておりまして、１６年経過しているということで、経年劣化が進んでおりまし

て、今回修繕をしないと施設の管理上支障が生じるということで、修繕費９２万４,００

０円をお願いするものであります。

３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費１５節工事請負費、下水道工事、汚水桝

設置等附帯工事７９万２,０００円。今回、住宅２戸分の建設に伴いまして、公共桝２カ

所を新設する予定でありまして、その費用７９万２,０００円の計上であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページをお開きいただきたいと思います。

１、歳入。

４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節の一般会計繰入金、一般会計から

の繰入金、財政対策分１３万５,０００円の減額であります。

５款繰越金１項繰越金１目繰越金１節の前年度繰越金１８５万１,０００円の追加補正

であります。確定額２３５万１,１６８円でありましたので、繰越金全額計上となりま

す。

以上で議案第５９号の説明を終わりまして、次に、議案第６０号の説明に移ります。

議案第６０号平成２５年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出、７ページをお開きください。

２、歳出。

３款地域支援事業費１項介護予防事業費１目一次予防事業費８節報償費、謝礼金２万

５,０００円。これは、介護予防教室講師の謝礼金でありますけれども、健口講座、口の

ほうです。口内の健康講座でありますけれども、今回、２回を追加をしたいということ

で、２万５,０００円の計上であります。

４款基金積立金１項基金積立金１目の介護給付費準備基金積立金２５節積立金、介護給



― 29 ―

付費準備基金１,２５３万４,０００円であります。

５款の諸支出金１項償還金及び還付加算金２目の介護給付費負担金等返還金２３節償還

金利子及び割引料、国庫補助金等返還金３６１万７,０００円。これは、平成２４年度分

の介護給付費地域支援事業の確定に伴いまして、国へ２０万８,０１５円、北海道へ２２

万１,９１５円、支払基金へ５０万６,０９６円、陸別町へ２６０万８,５２９円を返還と

なります。なお、先ほど説明しました一般会計の歳入のほうに、この２６０万８,５２９

円、一般会計の雑入のほうに入ることになります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページをお開きください。

１、歳入。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目の介護給付費負担金２節の過年度分９１万４,００

０円、介護給付費負担金。これは、２４年度確定に伴う追加交付であります。これは、準

備基金へ積み立てとなります。それから、２款国庫支出金２項国庫補助金２目の地域支援

事業交付金１節現年度分、介護予防事業６,０００円。これは、歳出の先ほど説明しまし

た介護予防教室、健口講座２万５,０００円ですが、それの２５％分の６,０００円となり

ます。

それから、３款道支出金１項道負担金１目の介護給付費負担金２節の過年度分、介護給

付費負担金２５６万円。これは、２４年度分の確定に伴う追加交付であります。この金額

についても、準備基金への積立となります。それから、３款道支出金２項道補助金１目の

地域支援事業交付金１節の現年度分、介護予防事業３,０００円。先ほど説明した歳出、

介護予防教室２万５,０００円の１２.５％分。

それから、４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目の介護給付費交付金２節の過年

度分、介護給付費交付金１８６万２,０００円。これも２４年度分の確定に伴う追加交付

でありまして、これも準備基金への積立となります。それから、２目の地域支援事業支援

交付金１節の現年度分、地域支援事業支援交付金７,０００円。これは、歳出の介護予防

教室２万５,０００円の２９％分。

それから、６款繰入金１項他会計繰入金１目の一般会計繰入金３節の地域支援事業繰入

金、介護予防事業分で、一般会計から４,０００円の繰り入れとなります。それから、６

款繰入金２項基金繰入金１目の介護給付費準備基金繰入金１節の介護給付費準備基金繰入

金５,０００円。

７款繰越金１項繰越金１目繰越金１節前年度繰越金１,０８１万５,０００円の全額計上

になります。これも準備基金の積み立てとなりますけれども、歳出では基金積立は１,２

５３万４,０００円となっております。これは、先ほど言いました過年度分の交付金、あ

るいは繰越金、これらを足したものから歳出の国庫補助金等返還金、これを差し引いた

額、１,２５３万４,０００円の基金への積立ということになります。

以上で、議案第５６号から第６０号までの説明を終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えをしていきたいというふうに思っておりますので、御審議
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のほどよろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第５６号平成２５年度陸別町一般会計補正予算

（第４号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、５ページから１４ページまでを参照してください。

ありませんか。

７番河瀬議員。

○７番（河瀬洋美君） まず、歳出のほうですけれども、９ページの５目財産管理費の中

の１５節の工事請負費について、もう少し詳しく説明をしていただきたいなというふうに

思います。

分線・川上間の鉄橋の撤去ということの説明でした。２５年、２６年に２橋ずつ撤去し

ていくということで、この工事費が出たということなのですけれども、冬期間の雇用対策

で事業を進めるというのもわかりました。２５年、２６年で２橋ずつ撤去することによ

り、分線・川上間の鉄橋は全てこれでなくなるということですね。それで、その後、銀河

線の跡地については、あと残っている工作物ですとか、まだ線路が残っているように思っ

ていたのですが、違ったでしょうか。そういったことの撤去だとか、電柱ですとか前から

ありますね。そういったことで、まだほかに、この区間の中で撤去する分というのは何か

あるかということをお尋ねしたいと思います。

それと、１１ページの児童福祉総務費のところから１３節の委託料ということで、さっ

き、いろいろな新しい事業の計画を策定して、いろいろ進めていくのだというふうに聞い

ておりましたが、この計画策定については委託料ということですから、何らかの形でどこ

かに委託されるのだと思うのですけれども、それまでの流れと、どういうところに委託を

していくのかということを教えていただきたいと思います。

それと、もう一つ、同じ目なのですが、７節の賃金のところで、臨時保育士の賃金とい

うことで、未満児が今後ふえていくということで、新しく計上されてくることの説明でも

理解をいたしました。働くお母さん、小さい子供を抱えた働くお母さんがふえてきている

状況にあるなということは、ここでわかるのですね。それと同時に、例えばこの中に、農

村部からこの時間帯に未満児を保育所まで連れてくるというか、預けていくという、その

保育を望んでいる方というのはどのくらいいるのか、お知らせいただきたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 高橋総務課長。

○総務課長（高橋 豊君） 私のほうから、財産管理費の工事請負費の関係と財産の関係

の質問でございますが、平成２５年度、今回の補正につきましては２橋分ということで、

第１４と第１５利別川にかかる２橋と。来年につきましては、同じく利別川にかかる橋、

２橋ということで、全てこれで利別川にかかる橋梁については撤去ということになりま

す。
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それと、あと残っている橋の関係でございますが、道の管理河川のほうで１橋ほど残っ

ております。これについては、トラリ方面の橋梁で河川改修計画を持っていますので、そ

のときに撤去したいという考えでございます。

それと、あと陸別町で管理している橋の撤去予定が４橋ということと、あと、先ほど申

し上げました公園の利用だとか、小利別の奥にあるものについては林道として利用をする

ということで、それについては撤去しないでそのまま利用するということでありますの

で、そのものについては９橋ほど残っているという状況でございます。

それと、あとレールと枕木の関係でございますが、分線から川上にかけてはレールと枕

木については残っております。これにつきましては、過去に撤去したような手法でもっ

て、レールと枕木の財産の売り払いの収入分とその撤去費用と、それの差額分ということ

で、どのようになるのかということを今、積算中でございます。これも近々撤去していき

たいというふうに考えております。

それと、電柱につきましては、正直言って、この川上・分線間については立ってはおり

ますが、今のところ撤去する予定はございません。

以上が、ふるさと銀河線に係る財産の今後の見込みでございます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 早坂保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（早坂政志君） １１ページの計画策定の関係でございます。

資料はナンバー６にございますが、このたびの市町村子ども・子育て支援事業計画の関

係につきましては、子ども・子育て関連３法が公布されて、厚生労働省と文部科学省から

主体が内閣府にかわっております。この中で、これから取り組む内容については、改めて

地域で子育て支援をどんなことができるかというのを洗い直して、計画を町村で策定して

くださいということでございます。

今回の委託の中身につきましては、計画策定までではなくて、その前段階のアンケート

調査と陸別町内の子育て支援に係る状況調査、それからニーズ調査、こういったものを行

うことになっております。この中身につきましては、これからこういう調査をやる業者が

何社かあるというふうに聞いておりますので、そちらから提案を受けて、陸別に合った業

者さんを選んで委託したいというふうに考えております。

ちなみに、管内では、陸別町と同様に、業者委託でアンケート調査等を行おうと考えて

いるところが１３カ所ありまして、ほかの町村の状況も見ながら一緒に進めたいというふ

うに考えております。

それから、臨時保育士の賃金の関係でございます。農村部からどのくらいかということ

ですが、現在、２歳児で１２名の方が利用されておりますが、農村部からは４名。１２月

までには１５名の方が利用される予定ですが、１名ふえまして５名の方が利用される予定

となっております。

以上です。
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○議長（宮川 寛君） ７番河瀬議員。

○７番（河瀬洋美君） 最初の銀河線跡の橋の撤去の件については、計画はわかりまし

た。レールや枕木についても、前回処分したような形で同様にやられるということもわか

りました。ただ、枕木については、その後、いろいろと議論があったものなのですけれど

も、その辺の枕木の処分の仕方だとかそういうことについても、前回あった事例をしっか

りと、いろいろなところに影響があるものであっただとかということが後でわかって問題

になったことがありますので、その辺はしっかりと対策を立てて処分をしていただきたい

なというふうに思います。

電柱を残しておくということですから、以前にもありましたけれども、これは処分の方

法が、なんか引き取り手がいなくて難しいというような話も聞いていました。これも適宜

上手にやって進めていっていただきたいなというふうに思います。あとは、残っているも

のについては、いろいろと町の今後のために残して、使えるものは使っていくということ

なので、その辺は効率よく進めていただきたいなというふうに思いました。

もう一つの市町村子ども・子育て支援事業の計画ということで、新たな事業で取り組む

ということで、今説明を受けた分でわかりました。今後、アンケート調査、それから町内

の状況、ニーズにあわせてという、そういう調査をしていくということですから、その中

でどのようなことが一番陸別の子育て支援に必要なのかというのは取り上げていっていた

だけるのではないかと思いますが、ぜひ今、子育て中の方々、それを取り巻く方々の意見

がしっかりと反映されたものになっていただきますように、調査、その他をお願いしてい

きたいなというふうに思います。業者の選定についても、この地域をよく知っている、理

解してくれている人たちにお願いをしたいなというふうに思います。

それと、臨時保育士の賃金ですが、これもあわせて、今の新しい事業にも関係していく

と思うのですけれども、現況として、来年までにはもう１５名にふえていくということ

で、相当皆さんからのニーズがあるものだなというふうに思っています。ということは、

この未満児保育について、時間の関係ですとか、いろいろな形がここで疑問として、それ

から要望として出てくる分があるのではないかと思いますので、あわせて対策をしっかり

していただきたいなというふうに思います。

農村部分について、現況では４名、この後もう一人ふえて５名になっていくのではない

かということでした。なぜ、ここで農村部の数を聞いたかと申しますと、こういう新規の

事業、子育て支援事業に取り組むというときに、農村部からこの未満児を保育所に預ける

ためには、送ってこなくてはいけないのです。送ってきて迎えに行かなければいけない。

農村部から５名ということですかから、かなりまた人数がふえてくるのだと思いますけれ

ども、ちょうど送ってくる時間と、それから迎えに来る時間、その農村部の牛を飼ってい

る方々からすれば、搾乳時間ですとか、またその上のお子さんがいる家庭ですとか、いろ

いろなところで、お弁当やらいろいろな対策が必要になってきて、その時間にその未満児

を送ってくるということは、大変不便な状況にあるというふうに思います。実際に、その
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時間に個々に送ってくるのは大変だという声も聞こえています。だからといって、今のス

クールバスに未満児を即乗せて普通の保育園児と一緒にここに来るというわけにもいかな

い状況もあると。未満児であれば、それに見合う対応策をとっていかなければいけないと

いう部分もありますから難しいものはあると思いますが、せっかく新しい事業で、こうい

う子育て支援事業ということで、市町村子どもとついていますから、その町に見合った形

の事業を取り上げていくものに使えるふうになっていくのだと思いますので、こういった

未満児の送迎の部分についても、ぜひ入れていただいて検討していただきたい。そういう

必要が今あるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 早坂保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（早坂政志君） 今回の法律の中では、地方版の子ども・子育て

会議などの設置の努力義務も課せられておりまして、前段お話のありましたように、保護

者の方とか地域の方の意見を入れながら計画をつくることになっております。ニーズ調査

等を行った後、そういったものを踏まえて計画の中に反映をさせていきたいというふうに

考えております。

それから、後段の２歳児の送迎の関係等ありますが、そちらについても今回の計画を練

る中で、どのようになっていくかというところがいろいろ議論されるかなと思っておりま

すので、そういった意味では、今回の法律の中で内閣府で出している理念みたいなものが

あるのですけれども、この中には、子ども・子育て支援とは保護者の育児を肩がわりする

ものではなく、保護者が子育てについての責任を果たすことや子育ての権利を享受するこ

とが可能となるように、地域や社会が保護者に寄り添って、子育てに対する負担や不安、

孤立感を和らげることを通じて、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える関

係を整えて、親としての成長を支援し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じる

ことができるような支援をしていくというふうにうたっております。ですから、保護者の

意見ばかりを取り入れるのではなくて、地域的にどうなのかということを全体的に考えて

いく計画となると思いますので、その辺も踏まえて、これから協議をさせていただきたい

と思います。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

６番村松議員。

○６番（村松正敏君） それでは、資料のナンバー５になると思います、老人福祉費の１

１７万８,０００円と、国、道支出金の１００％補助で高齢者社会に向けた生活支援等の

推進事業というようなことで目的が書かれております。このことについても、陸別町は高

齢化率も非常に高くて、陸別で生活をするのに本当に困窮してきているという、要するに

地域で支え合うというような形ができなくなってきているような状況になっていると、そ

ういうことで、こういう民生委員だとか社会福祉協議会、町内会等々との関連を持って高

齢者を支える地域づくりをするということまでは、そのとおりではないかなというふうに
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思います。

それで、一番心配するのは、住民がどんなふうに不安を持っているかということ等を、

意見を交換していくということで、３回ほどとかいうことで、先ほどの説明でありまし

た。この方法ですね、要するに、なかなか場所に集まってどうこうということだって、で

きないような状況になってきているなというふうに思いますので、その辺の対応をどうい

うふうにしていかれるのか、その辺についてもう少し詳しくお話ししていただければと思

います。

それから、さきの議員がお話ししていました、１１ページの臨時保育士賃金等で出てき

ておりました、この未満児保育ということで、ちょっとお聞きしたいのですけれども、例

えば３歳児、４歳児、５歳児というのが何人ずついるのか、それから２歳、１歳、その未

満児の対象となる人がどのぐらい今後推計というのか、そういう中でどういうふうになっ

ていくのか。これを見ましたら、もう９月の段階で１２名ということで、１５名になると

いうことなのですけれども、ほとんどが対象になってしまって、３歳未満児ということで

いけば対象になるのかなというふうに見えるのですけれども、そうすると、未満児保育と

いうのは、最初の基本的な考え方としては、共稼ぎで、やはり見ていけないというような

問題でクリアしていたと思うのですよね。そうすると、これからの子どもたちというの

は、もう陸別は共稼ぎの人がほとんどだということになれば、いろいろ条例の部分での改

正だとか、その辺のことにもかかわるのかなというふうな部分もありますので、その辺に

ついてもう少し詳しくお知らせ願いたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 早坂保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（早坂政志君） 前段の資料ナンバー５にあります住民参加型高

齢者生活支援等推進事業の関係で、住民がどのように不安を持っているか、どのようにこ

れから住民との意見交換をしていくかということでございます。

具体的に、今、町で考えているのは、介護を支える会というものをつくって、各関係

者、それから高齢者の方、地域の方を入れて、地域全体で介護について考えていきたいと

いうふうに考えております。これらの会議を今後立ち上げて、利用者と会話をしたり、あ

とボランティアをどのようにつくるかですとか、それから介護をしている方、事業者の方

とか、それから自宅で介護をしている方、そういった方の意見を交換できる場所を設定し

たいというふうに考えております。この中でいろいろ問題点が出てくると思いますので、

そういったところから少しずつ解消できるところをしていくように心がけていきたいとい

うことでございます。

保育所の未満児の保育の関係です。３歳から５歳までについては、５歳児が１４名、４

歳児が１８名、３歳児が１５名となっております。学年で２歳児、１歳児につきまして

は、１８人、１８人おります。これから、これらが上がってきますので、いずれにしても

２０人未満の子供たちが３歳児、４歳児というふうに上がってくることになるかと思いま

す。２歳児の保育につきましては、これから計画を練ることになりますけれども、厚生労
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働省でやる保育所の関係につきましては、６カ月から保育をすることとなっております。

ただ、基準としては、あくまでも共稼ぎ等で、家庭で保育に困難がある方ということに

なっておりますので、これらについて国の基準とあわせてどういうふうになってくるかと

いうことになるかと思います。

今回の３法が制定されたことによって、かなり全国が同じような考え方になってくる可

能性があります。これらを解消するために、例えば認定こども園ですとか、認可保育所に

したらいいですとか、いろいろなことがこれから考えられてくるかなと思います。道等と

協議をしている中では、陸別については認可保育所とほぼ同等の保育が行われていますよ

というふうに言われていますので、あと年齢の拡大等につきましては、これから計画等、

それから道や国の指導等をいただきながら検討される事項になってくるというふうに、今

のところ考えているところです。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ６番村松議員。

○６番（村松正敏君） さきの住民参加型高齢者生活支援のことについては、今の話でい

くと介護を支える会ということなのですけれども、介護の認定を受けた方をということで

いくのだろうか。それとも、例えば、陸別で独居でも一人で元気でおられる方もいるので

すけれども、それらの方の将来の不安に対しての意見というのはどういうところで聞いて

いくのか。将来、そういう人たちだって認知症や、そういういろいろな形になっていって

介護を受ける形になるような人が多いと思うのですよね。そういう人の意見をどういうふ

うに聞いていくかということが非常に大事ではないかなというふうに思うのですけれど

も、その辺について再度お聞きします。

それから、先ほど２歳児で１８名中１５名になるということで、もうほとんど大半が、

要するに未満児保育に入ってきているような状況になるし、また１歳の人にしても１８人

というようなことでいけば、これらの人たちを受け入れる形というのは、次のほうに出て

いる子ども・子育て支援事業の関係が整理されていって、共稼ぎ以外の方もそういうふう

になるのかなというふうには思えるのですけれども、その辺については、これからの動き

によって変わるということで押さえていてよろしいのでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 早坂保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（早坂政志君） まず、保育所の関係を先に説明させていただき

ます。

先ほど、２歳児と１歳児で１８名、１８名という説明をさせていただきましたが、陸別

町の場合、２歳になった次の月から保育所に２歳児として受け入れしておりますので、実

は２歳と１歳の合わせて３６名のうち１５名の方が、今回１２月までに利用されるという

予定になっております、ですから半分程度。いずれにしても、少ない数ではないかなと

思っております。

それから、計画の中で、これから未満児の保育の関係、共稼ぎの関係を考えられるかと
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いうことなので、それにつきましても、今後、これからあわせて考えていきたいというふ

うに考えております。

住民参加型の関係で、介護を支える会についてですけれども、こちらについては地域全

体で介護について考えましょうという会を想定しています。ですから、介護されている方

だけではありません。地域の方、自治会の方ですとか、そういうことに興味を持っている

というか、携わりたいというような人の意見も聞きたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） これで、質疑いいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 次に、第２条地方債の補正について、質疑を行います。

４ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５６号平成２５年度陸別町一般会計補正予算（第４号）を採決しま

す。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５６号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５７号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５７号平成２５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５７号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５８号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第２号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正の全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５８号平成２５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第２号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５８号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第５９号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第５９号平成２５年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５９号は、原案のとおり可決されました。
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これから、議案第６０号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから７ページを参照してください。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第６０号平成２５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６０号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎散会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

本日は、これにて散会したいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

────────────────────────────────────

◎散会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日は、これにて散会します。

散会 午後 １時４６分


